
た
。
南
口
駅
発
最
終
の
軍
用
列
車
に
便
乗
し
て
北
京
に
向
か
っ

た
。北

京
に
到
着
し
て
私
は
次
長
達
と
別
れ
叔
父
宅
に
行
っ
た
。
深

夜
、
宣
化
駅
を
発
車
し
た
妻
子
を
の
せ
た
無
蓋
列
車
は
、
ま
も
な

く
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
皆
ズ
ブ
濡
れ
に
な
り
、
家
内
は
死
人
の
如

く
横
た
わ
り
、
独
身
の
坂
本
警
務
指
導
官
に
介
護
さ
れ
、
同
車
中

の
乳
の
出
る
人
か
ら
貰
い
乳
を
し
て
貰
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
乳

を
く
れ
て
い
た
人
も
乳
が
出
な
く
な
り
、
坂
本
君
が
つ
く
っ
て
く

れ
た
人
工
乳
で
ど
う
に
か
し
の
い
で
い
た
ら
し
い
。
大
小
便
等
も

鉄
の
梯
子
か
ら
地
上
に
降
り
て
始
末
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
産
後

間
の
な
か
っ
た
家
内
は
、
そ
れ
が
最
大
の
苦
し
み
だ
っ
た
。
か
く

て
列
車
が
進
む
う
ち
、
引
揚
げ
列
車
の
先
行
を
し
て
い
た
日
本
軍

の
装
甲
列
車
が
、
宣
化
県
懐
来
駅
付
近
で
、
八
路
軍
の
襲
撃
に
あ

い
、
さ
い
わ
い
死
者
は
な
か
っ
た
模
様
だ
が
、
線
路
が
爆
破
さ
れ

た
の
で
、
そ
れ
を
修
理
し
て
出
発
、
翌
日
午
後
三
時
頃
北
京
に
到

着
し
た
。

親
類
、
知
人
等
の
な
い
大
部
分
の
引
揚
げ
者
は
天
津
の
芙
蓉
小

学
校
、
松
島
小
学
校
に
収
容
さ
れ
て
苦
難
の
共
同
生
活
を
し
た

後
、
天
津
の
旧
日
本
軍
の
貨
物
廠
に
移
さ
れ
た
が
、
私
た
ち
は
、

直
接
貨
物
廠
に
収
容
さ
れ
た
。
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
苦
難
の
収

容
所
生
活
の
後
、
博
多
港
に
着
い
た
の
は
十
二
月
十
五
日
で
あ
っ

た
。

青
雲
の
志
を
抱
い
て
渡
航
そ
し
て
引
揚
げ　 

福
島
県
　
神
事
重
人
　 

友
に
す
す
め
ら
れ
、
北
京
に
あ
っ
た
電
力
鉱
業
㈱
に
応
募
し
渡

航
し
た
の
は
、
十
二
年
四
月
だ
っ
た
。
こ
の
会
社
は
発
電
所
、
変

電
所
の
工
事
と
機
械
工
具
の
販
売
を
し
て
い
た
。
私
は
、
販
売
部

に
勤
務
し
、
昭
和
十
三
年
、
太
原
市
に
出
張
所
開
設
、
昭
和
十
四

年
五
月
か
ら
十
六
年
十
二
月
ま
で
太
原
に
勤
務
、
こ
の
間
、
日
本

通
運
の
タ
イ
ピ
ス
ト
だ
っ
た
妻
と
結
婚
し
、
北
京
転
勤
、
十
七
年

長
男
出
産
、
妻
の
両
親
の
も
と
へ
旅
行
し
、
北
京
へ
も
ど
っ
た
ら
、

重
要
産
業
要
員
だ
か
ら
訓
練
校
へ
入
所
の
こ
と
と
総
領
事
館
の
命

が
あ
っ
た
。

三
か
月
あ
ま
り
の
軍
事
訓
練
後
、
日
鉄
鉱
業
武
安
鉱
業
所
に
配

属
、
大
行
山
脈
の
巨
大
な
鉄
鉱
石
の
山
に
入
っ
た
。
不
足
し
た
鉄



鉱
石
の
採
掘
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
重
慶
か
ら
日
本
空
襲

の
通
路
で
、
Ｂ29

が
三
十
機
、
五
十
機
と
東
京
に
行
く
の
が
よ
く

見
え
た
。
西
方
は
八
路
軍
の
地
区
で
、
な
ん
ど
か
夜
襲
を
受
け
た
。

夜
は
常
に
非
常
態
勢
で
あ
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
は
、
九
月
中
旬

に
判
明
、
周
囲
は
包
囲
さ
れ
て
お
り
、
夜
半
十
二
時
に
駐
屯
軍
と

避
難
し
た
。
石
家
荘
か
ら
北
京
に
至
る
ま
で
二
週
間
ほ
ど
か
か
っ

た
。わ

が
家
に
帰
っ
て
数
日
後
、
国
民
党
の
軍
人
が
五
、
六
人
、
土

足
で
は
い
り
、
現
金
、
貴
金
属
を
持
ち
去
っ
た
。
そ
の
後
、
身
の

ま
わ
り
の
品
を
持
ち
、
北
京
郊
外
に
移
住
し
、
こ
こ
で
三
男
を
ぶ

じ
出
産
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
一
月
頃
ま
で
生
活
し
、
引
揚
げ
の

た
め
、
天
津
タ
ン
ク
ー
埠
頭
の
貨
物
廠
に
収
容
さ
れ
た
。
一
世
帯

三
畳
の
ス
ペ
ー
ス
に
ゴ
ザ
敷
き
で
、
一
日
二
回
の
食
事
で
非
常
に

粗
末
だ
っ
た
。
一
か
月
ぐ
ら
い
こ
こ
で
暮
し
、
三
月
末
に
Ｌ
Ｓ
Ｔ

で
山
口
県
の
仙
崎
に
向
か
う
。

三
男
が
船
中
で
肺
炎
と
な
り
、
仙
崎
か
ら
福
岡
の
妻
の
実
家
へ

落
ち
つ
い
た
。
私
は
肝
臓
黄
疸
と
な
り
、
約
六
か
月
世
話
に
な
っ

た
。
妻
の
実
家
は
農
家
だ
っ
た
し
、
近
所
の
農
家
か
ら
野
菜
を
仕

入
れ
、
行
商
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
保
険
の
セ
ー
ル
ス
、
建
設
会

社
の
現
場
事
務
員
等
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
食

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
妻
が
肺
結
核
を
発
病
、
二
年
後
に
死
亡
し
て
し
ま
っ

た
。
新
し
い
出
発
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
を
親
戚
縁
者
に
あ
ず
け
、

上
京
し
、
消
化
器
メ
ー
カ
ー
の
セ
ー
ル
ス
に
な
り
、
そ
の
後
代
理

店
を
開
設
し
、
渡
航
か
ら
実
に
二
十
年
を
経
過
し
て
な
ん
と
か
生

活
の
安
定
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
思
う
こ
と
は
、
あ
の
大
戦
で
、
多
く
の
戦
争
犠
牲
者
が
出
た

な
か
で
、
せ
め
て
重
要
産
業
要
員
と
し
て
国
に
奉
仕
で
き
た
こ
と

と
、
生
存
し
て
今
日
あ
る
こ
と
は
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
と
つ
く
づ

く
思
う
心
境
で
あ
る
。

引
揚
げ
時
に
、
お
金
と
食
料
を
く
れ
た
人　 

岐
阜
県
　
中
井
千
秋
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
、
親
し
い
中
国
人
か
ら
、
日
本
は
降

伏
し
た
、
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
半
信
半
疑
で
、
そ
う
不
安
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
八
月
十
五
日
終
戦
の
詔
勅
の
放
送
が
あ
っ
て
か




